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I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

問 町消費生活相談室（総合政策課内）　☎096（232）2112

㈪㈭　午前10時～午後４時相談受付時間vol. 13

【ダークパターンとは】
　意図せず不利な意思決定をしてしまうよう誘導する
手法のことです。
〈例〉
● 注文したらオプション商品が自動的に選択された。
● 「○○人が見ています」「まもなくセール終了！」と
販売をあおる広告。

● 閲覧したいだけなのに、会員登録しないと閲覧でき
ないようになっている。

●ポップアップで誘導して契約させる。
●誤解を招くような「お客様の声」を掲載する。
● 利用規約に合意すると、自動的にメールマガジンの
配信に合意したことになっている。

　ＳＮＳで気になっていたスニーカーの広告を見た。
今だけお得な3,980円で販売されており、「あと○○
分○○秒」と書かれたカウントダウンタイマーの残り

時間が減っていくので、焦って注文してしまった。
（20歳代 男性）

　ＳＮＳの広告で、お試し500円のダイエットサプリ
を見つけたので、１回だけ購入するつもりで注文した
ところ、チェックボックスにチェックが入っていたよ
うで、気づかないうちに定期購入になっていた。

（80歳代 女性）

　まずはダークパターンの存在を知ることです。「売
り切れそう」などと焦ってしまい、よく見ないで注文
してしまうことがないようにし、一呼吸置いて、画面
の内容をよく確認しましょう。申込最終確認画面の内
容をよく確認し、スクリーンショットで画面保存する
ことも忘れないようにしましょう。
　困ったときは、消費生活相談窓口へご相談ください。

消費者を欺くダークパターンとは

消費者へのアドバイス

相談事例❷

相談事例❶
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「くまもとサイエンスパークにおける『イノベーション創発エリア』と菊陽町の『知の集
積エリア』拠点との連携」について一般質問

農業用廃プラスチック類を
回収します

日時（小雨決行）
９月８日㈫　午前９時～午後３時
場所
ＪＡ菊池南営農センター
回収物・料金

㌔㌘当たり
廃ビニール 約29円

廃ポリフィルム・肥料袋・灌水チューブ 約35円
その他 約56円

注意事項
⃝料金は後日、口座振替されます。
⃝梱包の悪いものは受け入れができません。
⃝料金が異なるため種類により別々に計量します。
⃝劣化フィルム（再生不可能）は、別料金が必要です。
⃝同じ種類の物でひとまとめ（３カ所結び）にして
ください。
⃝回収物を降ろすときは各自でお願いします。

申問 農政課　農政係
　　 ☎096（232）4916
　　 ＪＡ菊池菊陽中央支所　営農課
　　 ☎096（232）8206

　町では、「小型家電リサイクル法」の認定事業者、
リネットジャパンリサイクル㈱と協定を締結し、
家庭で使わなくなったパソコンを宅配便で無料回
収しています。資源の有効利用となるため、不用
なパソコンの処分にお困りの場合、ぜひご利用く
ださい。
宅配回収の流れ
①申し込み

ＱＲコードから申し込む

②詰める
パソコンなどをダンボールに詰める
※パソコンと一緒に400品目以上の小型家電を回収可能

③回収

宅配業者が希望日時に自宅から回収

問 リネットジャパンリサイクル㈱
　 ☎0570（085）800

家庭で不用になった
パソコンを宅配便で
無料回収します

県議会　令和８年６月定例会

　県議会６月定例会で、「くまもとサイエンスパークにおける
「イノベーション創発エリア」と菊陽町の拠点との連携」につ
いて、中

なか

村
むら

亮
あき

彦
ひこ

県議が一般質問を行いました。
　一般質問では、県が進めている「くまもとサイエンスパーク」
における「イノベーション創発エリア」と、町が進めている
「知の集積エリア」との連携をどう図っていくのか、またその連
携により、どのような効果を期待しているのかを質問し、木村
知事が２つのエリアが相互に補完し合い、サイエンスパーク全
体を牽引していくことになると期待していると回答しました。
　そのほかにも菊陽町に関連する「アーバンスポーツパークに
おける県の積極的な取り組み」や「将来を見据えた地下水保全
対策の推進」についても質問を行いました。

問 総務課　☎096（232）2111

質問概要
（中村県議）

回答概要
（木村知事）

回答を受けてのコメント
（中村県議）

◦くまもとサイエンスパークの事
業推進パートナーとして三井不
動産が選定され、イノベーショ
ン創発エリアの整備などのプロ
ジェクトが発表された。
◦三井不動産のノウハウとネット
ワークを生かし、半導体関連企
業や国内外の大学・研究機関の
誘致を進める内容であり、産学
官連携拠点としての具体像が示
されたことに私も大いに期待。
◦一方、町においても、ＪＲ新駅
などを中心に「知の集積エリア」
の整備を進め、大学キャンパス
の誘致を目指している。
◦今後、県と菊陽町の取り組みが
重複することなく、拠点間の連
携や役割分担を整理していく必
要があると考える。
◦その点から申し上げれば、今回
県が選定した三井不動産は、こ
れまで菊陽町の土地区画整理事
業の事業検討パートナーの実績
も有しており、両者の連携がス
ムーズに図れるのではないかと
考える。
◦県が進めるイノベーション創発
エリアと、菊陽町が推進する
「知の集積エリア」との連携を
どのように図っていくのか。ま
た、その連携により、どのよう
な効果を期待しているのか。

◦サイエンスパークは、「分散型
サイエンスパーク」を目指して
おり、菊陽町、菊池市、合志市、
大津町といった周辺市町との連
携・役割分担は、分散型サイエ
ンスパークを実現する上で極め
て重要であると考えている。
◦菊陽町の「知の集積エリア」の取
り組みは、教育・研究機能の強
化を通じて人材の循環を生み出
す、本県が目指す分散型サイエ
ンスパークにとって重要な拠点
の一つであると受け止めている。
◦また、「イノベーション創発エ
リア」においては、半導体関連
企業の集積に加え、国内外の先
端研究機関、また、さらには企
業の研究開発部門などを誘致し
て、新たな技術の創出や高度な
人材を輩出する産学官連携拠点
を目指している。
◦今後は、この「イノベーション
創発エリア」と、菊陽町が進め
る「知の集積エリア」、これが
相互に補完し合い、研究・教
育・産業が有機的につながって
いくことで、サイエンスパーク
全体を牽引していくことになる
と期待する。
◦その実現に向け、菊陽町をはじ
め関係市町と意見交換を重ね、
連携を一層強化しながら、くま
もとサイエンスパークの早期実
現に向けて全力で取り組んで参
る。

◦「知の集積」の取り組みを教育・
研究機能の強化を通じて、人材
の循環を生み出す重要な拠点と
認識していただいていることが
改めて確認できて、大変心強い。
◦イノベーション創発エリアは、
サプライヤーをはじめとする半
導体関連産業が集積し、主に企
業活動を推進する拠点、そして
「知の集積エリア」は大学キャ
ンパスや先端研究機関の誘致に
より、高度人材の育成を推進す
る拠点と理解した。
◦「知の集積エリア」で学生が学
び、ここに集う研究者たちが新
たな技術を創出し、その結果が
イノベーション創発エリアの企
業活動につながる、そして企業
と連携する実践的な教育・研究
を通じて、これからの熊本、将
来を担い、日本の未来を担う半
導体高度人材が育成されるとい
う好循環を生み出すことが世界
に類を見ない熊本のサイエンス
パークの姿であろうと思う。
◦２つのエリアが、お互いの役割
を果たすことで相乗効果を発揮
し、熊本県、ひいては日本を牽
引できるよう、熊本県、三井不
動産、菊陽町の３者が議論する
場を設けるなど、菊陽町の取り
組みにも県が積極的に関わるこ
とで、世界に類を見ないくまも
とサイエンスパークを実現して
ほしいと願っている。
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